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第38回 ２０１０国際ホテル・レストランショ－ お知らせ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 本年６月１５日早稲田大学大隈講堂で行なわれた総

会で承認された２１年度事業活動は順調に推移してお

り、観光空間のハードを担っている唯一の団体として関

連する協会等と密接な連携を図りつつ、新政権が力を入

れている観光立国の実現に向けて積極的に取り組み行

動してまいりたいと思考しております。 

 広報委員会の情報誌「観光施設」もＮｏ２８６黎明か

らＮｏ２８９まで4回発行され、内容も充実し各界及び

会員各位にも好評を博しております。 

 会員増強特別委員会においては会員の増強をはかる

ことはもとより経済情勢がきびしくなる中、現会員の退

会防止策対応を強化し、新入会員を含め会員全体に対す

るサービスを検討してゆく所存です。 

１０月末現在の正会員は２１１ 

 各委員会、分科会、交流部会（建築・設備・インテリ

ア）においてはセミナー、講演会、見学会、ゴルフ会等

１２回開催し、積極的に会員相互の交流親睦を深めてま

いりました。 

 ホテレス実行委員会は第３８回ホテレスショ―に向

けて別欄のようにユニークな企画を立て実施する予定

であります。皆様の積極的な御参加をお願い申し上げま

す。 

 新政権が発足して未だ日が浅いわけですが、マニフェ

ストの実現と前政権の残したさまざまな問題、来年度予

算編成や事業仕分け等に大変精力的に動いていますが

内外共にきびしい状況にあり会員企業も大変なご苦労

をされていると思います。 

 総務委員会は協会活動の中枢として、下期予定の各行

事をスムーズに運営し会員相互の親睦と情報交流が活

発にはかられ、少しでもビジネスチャンスが生かされる

よう努力致します。 

 関係各位のご協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

 第３８回／２０１０国際ホテル・レストラン・ショ―は平成２２年２月２３日（火）～２６日（金）に例年通

り、東京ビッグサイトにおいて開かれます。  

 今回は新政権に変わり、各分野においていろいろなマニフェストが発表されていますが、特に地球環境問題は

世界に向けて「ＣＯ2-２５％」が示され、その達成には各国の事情もからみ、今後我が国産業界に波紋が出るだ

ろうと予測されます。 

 特に「改正省エネ法」がすでに施行され、その法に基づく義務が実効されております。この様な背景をもとに

当協会が取り組むテーマとして観光関連業界がどの程度の理解度にあるかを調査してその疑問に答える専門業

種が集まり対応する大規模なブースを用意することにし「エコ達人村」と題し相談展示コーナーを用意し、来場

者の疑問、質問に対応します。 

 ホテル・旅館・レストラン業界が省エネやエコ問題に対してどのように考えておられるか当協会でアンケート

を作成し、６団体に依頼して回答をいただきました。その内容を調査した結果を基にブース数を用意します。 

 会場の広さも大規模になり、その位置も解りやすいデザインで多くの来場者の関心を引く演出をします。 

 テーマが大きく難しいだけに協会会員の皆様も関心があると思いますので是非ご来場をおまちします。 
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協協会会だだよよりり 

展示ブース「エコ達人村」：東京ビッグサイト東４ホール 

「エコ達人村」のセミナー 

テーマ「エコでこのように水光熱費をへらす」 

日時：平成２２年２月２６日（金） 

会場：東京ビッグサイト会場内主催団体セミナールーム 

参加費：無料   定員：１００名 



 

「庭のホテル 施設見学会」 報告 
インテリア部会・施設見学グループの主催で10月5

日13：30より実施しました。 

 参加者 50 名で 15 名ごとでツアーを開始、客室（5

タイプ）、レストラン（2店）、庭等を見学し、ホテル

の人見支配人、建築設計の石井建築事務所の笹倉様の

お話を聞き、活発な質疑があり無事終了しました。 

 美しい中庭を擁し先進の佇まいに和の趣が漂う、先

端と粋を尊んだ江戸の町のようなホテルでした。 

「カードキーの新技術セミナー」 報告 
 10月30日昼下がり23名の参加で六本木国際文化会

館のテラスから東京都心のスカイラインをみながら、

灘万のお昼のお弁当をいただき、なごやかな雰囲気で

始まりました。 

 セミナーは先端技術の内容を勉強、美和ロックご担

当のパワーポイントによるわかりやすい説明により、

わかりにくい先端技術を理解することが出来ました。

鍵の世界は毎日使っているスイカやパスモの鉄道カ

ード、自宅やホテルそして携帯電話と連動した世界に

新鮮な驚きでした！！  

『SUMIKA Project(スミカプロジェクト）見学会』報告 
 都会のマンション暮らしで、住まいは均質で単調な

ものになってしまった。しかしもっと自由で豊かな自

然と関わることが出来る住空間を考えている建築家

達もいる。SUMIKAプロジェクトでは、そんな建築家達

に人々の動物的本能を蘇らせるような、自由で独創的

な住まい方を提案。ガスを中心とした豊かな暮らしの

提案により、建築デザインと設備計画のトータルな調

和を実現した初めての試み。 

 設備部会はこのような人間の基本的要素を実感で

きる施設見学会を11月24日に開催。宇都宮東京ガス

今泉パビリオンの他、星が丘一丁目、清住一丁目の住

宅を見学しました。見学参加者は遠方のため 13 名で

したが、そのためパビリオンでの調理プレゼンテーシ

ョンが可能になり、フランス料理を堪能できました。 

 住空間を見直す良い機会でした。東京駅からの新幹

線回数券は東京ガス様の提供でした。ご協力に感謝申

し上げます。 

第5回観光交流空間のまちづくり研究会 お知らせ 

 夏会・冬会と年２回の開催してきた研究会も今年で

３年目を迎えました。 

 今回は下町の風情を残し歴史と情緒あふれる地域

として注目され続けている谷中、根津、千駄木周辺（通

称・谷根千）を散策するとともに、外国人の積極的な

受け入れをしている澤の屋旅館 澤館主による基調

講演ならびに、各地の街づくりの報告とそれについて

の討論を実施いたします。今回は台東区の後援もいた

だいています。 

 日 時：１２月７日（月）  
 エクスカーション １０：３０～１２：３０ 

 研究会  １４：００～１７：００ 

 研究会会場  谷中コミュニティーセンター 

       （台東区谷中５－６－５） 

忘年交歓会のお知らせ 緊急！ 
 恒例の福引付の忘年交歓会を１２月７日（月）１８

時より国立新美術館内ﾌﾞﾗｯｽﾘｰﾎﾟｰﾙ･ﾎﾞｷｭｰｽﾞﾐｭｾﾞで開

催します。まだ申込されていない方は至急事務局まで

ＴＥＬまたはＦＡＸ願います。 

賀詞交歓会開催のお知らせ 
   新年を寿ぎ会員相互の交流を深めましょう。 

   日時：平成２２年１月１２日（火） １１時～１２時３０分 

   場所：ホテルメトロポリタン エドモント３Ｆ「千鳥の間」 

事務局 年末年始のお休み 

１２月２６日（土）～１月３日（日） 

☆ 新入会員紹介 ☆（入会順） 

[個 人]  加藤 忠勝   
〒350-1323 埼玉県狭山市鵜ノ木16-20-2-804  

  TEL04-2954-7994 FAX04-2954-7994 
業務内容：設備設計及びコンサルティング 
[メーカー] 三井デザインテック㈱  
(代表者)専務取締役       (担当者)ｽﾍﾟｰｽﾃﾞｻﾞｲﾝ事業部 

ｽﾍﾟｰｽﾃﾞｻﾞｲﾝ事業部長 橋野 幸洋 企画営業部 次長 馬渡 伸之 

〒105-0014東京都港区3-2-18 

  TEL03-6366-3126 FAX03-5476-2320 
業務内容：ホテル・ショップ、医療施設、オフィス、ビルにおける入居、移

転、リニューアルの企画・設計・施工・インテリア商販等 

交流部会第９５回「ゴルフ会」報告  

 第９５回ゴルフコンペを11 月 12日に春と同じ「立

野クラシック・ゴルフ倶楽部」にて行いました。 

 前日の大雨がうそのような天気の回復により、殆ど

影響ないコンディションで挙行できました。また参加

者は 22 名と少なかったものの、和気藹々の雰囲気で

締めくくることができました。 

 パーティーではゴルフ会の新会長に森一朗副会長

に就任いただいたことと馬場博久氏に替って清水康

之氏(ｽﾐﾉｴ)が代表幹事に就任されることが報告され

ました。 
【結果】 優勝 辻 寛(ショウエイ) 73.6 ﾈｯﾄ 

 ２位 成田 洋(ＮＲＴシステム) 73.8 

 ３位 三舟敏夫(三建設備工業) 74.2 

 ＢＧ 成田 洋(NRT ｼｽﾃﾑ) 81 

♥編集後記♥ 
 早くも師走となり、激動の年と言えるであろう今年

も暮れようとしています。 

 昨年の暮れから始まった世界的な大不況に加え、突

然の政権交代、これまで進められてきた事業の見直し

や公開の場で行う事業の仕分け作業など、過去にあま

り経験したことが無い事態が次々と行われ、目にする

ようになりました。 

 そのような環境の中で我が協会の活動は、当初の目

的に向って着々と進められ、成果を上げてまいりまし

た。明年もまた、これまでの活動を活かしつつより躍

進できますよう、全員で力を結集し、事業に取組んで

まいりたいと思います。 

 新しい年が良い年となりますように。   Ｙ．Ｋ 


